
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】自分の可能性を信じ、新しい時代を心豊かで、たくましくしなやかに生きる生徒の育成 

 

 

Ⅱ 道徳科の指導の充実 

・道徳に関連した掲示物など

を通して，自己有用感を高

めたり，他者理解を深めた

りするような風土づくり 

 

・学年の枠を越えて交流する

機会や，安心して自分の意

見を伝え合う雰囲気づくり 

 

Ⅰ 道徳教育の推進 

［ご指導いただいた先生］ 

岐阜聖徳学園大学 山田貞二教授 

① 模擬授業，研修会（5 月） 

② 教材分析と授業づくり（７月） 

③ 授業研究（９月） 

授業づくり 

地域とのつながり 
 

授業スタイル 

道徳 

介護施設に暑中見舞い 出前授業 N  職場体験学習 

地域の方から郷土の魅力

について学ぶ 

縦割り班で写真を手掛かりに

町のスポットを巡る 

文化委員会が企画している

暑中見舞いの絵葉書を贈る 

将来の生き方について考えを

深める 

道徳の授業を考えるのが楽しくなった。問い

に対する考えを生徒と一緒に深めようとしてい

るとあっという間に５０分間経っている。 

今までは指導案どおりに授業を行っていた

が，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考

えるには生徒に何をどう発問するとよいか，

いろいろ自分で考えるようになった。 

家庭学習方法の掲示
6.2 

構成的グループ 
エンカウンター あいさつ運動 

授業力向上 

テーマに迫る「問い」をど

のように生徒から引き出

すのかを検討する 

授業者の声 

授業内容や生徒のコメントを載せて

月 1回学年ごとに発行する 

着なくなった子ども服を難民に届

ける 

夏休みに，地域の宝について

家族で話し合う 

ボランティア活動 お家で道徳 道徳通信 

 

「○なかまを大切にする心」「○か んしゃ

する心」「○じ ぶんを大切にする心」「○ま
じめに努力する心」自分は何を実践す

るかを宣言する 

仲間の良いところを見つ

け，伝え合う 

生徒の悩みに対し，

生徒が共感しながら

アドバイスを贈る 

「横のつながり」  学校生活の中での生徒同士の心のつながり  
「縦のつながり」  家庭と学校・家族同士、地域との関係性の中で育まれるつながり 

 

〈肯定的意見が高い項目〉 
・自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動
に取り組んでいる。 
・地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。 

〈肯定的意見が低い項目〉 
・将来の夢や目標を持っている。 
・道徳の時間に考えたことを生活の中で思い出したこと 
（生かしたこと）がある。 
・自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う。 

本校生徒の実態 道徳アンケートより 

 

さわやかカード なかじま Mind 実践宣言 ピア★サポート 

ｚ 
 

職員室の様子 

家庭とのつながり 

学校でのつながり 

 

授業整理会で
課題を共有 

初発の感想交流 

傾聴カード 

① 

教材の内容確認 

ICT を活用して議論する 

ファシリテーターが広げる 

③ ④ 

視点を決めて振り返り 

⑤ 

「協学」とは，単なる「協力」や「共同作業」にとどまらず，互いの違いを認め合い，尊重しながら対話を通して， 

他者の考えと自分の考えをつなぎ合わせ，考えを練り上げ，新たな考えや価値を創造し，学びを深める営み 

コの字型座席 

 

①テーマ提示 

教材の説明 

②初発の感想交流 

問いづくり 

③中心発問 

④議論する 

⑤振り返り 

② 


